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本資料のうち、枠囲みの内容は、
商業機密あるいは防護上の観点

から公開できません
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

周辺ノイズ測定 ーATENAポジションペーパから抜粋ー

（美浜2号機を参考測定として実施）
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

測定方法 （2023年7月12⽇ご説明資料 抜粋）
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

測定方法（詳細）
(1)安全保護系デジタル機器の制御盤表⾯の電磁界強度を測定し、制御盤が曝されている電

磁ノイズを測定する。
① 空間電磁界可視化システムをセットし、⽴ち上げる。
② 測定プローブを測定者が手で持ち、盤表面の電磁界の測定を実施する。

（プローブを盤の表面に接触させ、10 cm/s 程度の速度で、全面を走査する。）

カメラでプローブを追従

プローブはスペアナに接続し、
盤表面の電界強度の周
波数特性を測定

カメラで追従した画像
上の箇所に電界強
度のピーク値を記録

※メーカ工場での試運用（対象PC）の結果

画像上に電界強度のピーク値をヒートマップで記録

水色のポインタで選択した
箇所の波形データが表示

横軸︓周波数
縦軸︓電界強度

表示画面表示画面
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

測定方法（詳細）

拡
大

※メーカ工場での試運用（対象PC）の結果
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

2号機での参考測定場所（例︓リレー室）
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

さいごに

美浜発電所 ３号機での測定予定対象

・安全系 VDU プロセッサ（リレーラック室）
・安全防護系シーケンス盤（リレーラック室）
・原⼦炉保護系計器ラック（リレーラック室）
・ 安全系マルチプレクサ （リレーラック室）
・ RCP ⺟線計測盤／現場⼊出⼒盤（メタクラ室）
・ A 計器用分電盤（インバータ室）

今回のご視察としては、2号機 原⼦炉保護系計器ラックの参考測定を対象とし、周
辺ノイズの測定を実施します。美浜3号機の本測定においては、下記の測定を実施す
る計画としております。


